
譲渡後の動物が適正に飼養されてるかどうかを確認し、もし問題がある場合には的確な指導を行うのが、追
跡調査の目的です。
実際には、慢性的な人手不足のために追跡調査までは手が回らないという自治体が多いのも事実ですが、「譲
渡しっぱなし」の状態では、本当の意味での「適正譲渡」にはなりません。ぜひ始めてみましょう。

追跡調査で確認することとは？

どのように行うか？

報告書に最低限必要な事項（犬の場合）

畜犬登録はしましたか？
犬鑑札番号（　　　　　　　　　　　　　）
登　録　日（　　　　　　　　　　　　　）

狂犬病の注射は済みましたか？
狂犬病予防注射番号（　　　　　　　　　　　）
注射年月日（　　　　　　　　　　　　　　　）

不妊去勢手術は済みましたか？
実施病院（　　　　　　　　　　　　　　　　）
実施日（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

動物の健康状態や近況を教えてください
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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11. 追跡調査

1不妊去勢手術が
　　　　　　されているか？

追跡調査で最も大事なことです。
人手も時間もないというところでも、この実施
確認をすることだけは必須事項にしましょう。
譲渡された動物が繁殖し、その子供がセンター
に持ち込まれるということがあれば、それは我々
の努力が水の泡になる、ということです。

2適正飼養されているか？
飼い主の三カ条（動物も、人も幸せで、周囲に
迷惑をかけていないこと）を守り、動物との暮ら
しを楽しんでいるかどうかを把握しましょう。実
際に幸せな飼い主と動物の姿を見たり聞いたりす
ることは、譲渡事業を行う職員にとっての大きな
モチベーションになります。

1報告書の提出を求める
譲渡の際に、報告記入用紙を渡しても、多くの飼い
主は書類そのものをなくしてしまったり、提出を忘
れてしまうものです。譲渡後３カ月あるいは半年後
に、封書で用紙を送り FAXで返信してもらう、往復
はがきを送り報告事項を返信してもらう、という方
法がお勧めです。書いてもらう項目が多かったり細
かすぎたりすると面倒に思う人も多いので、大事な
ことに絞りこんだほうがいいでしょう。

2報告書の提出がない場合
　　　電話・家庭訪問での確認

報告書を出さなかったり、またその内容に不安な点が
ある場合は電話や家庭訪問が必要となります。
人手が足りない場合は、地域の動物愛護推進員やボラ
ンティアの協力を得るのもいい方法です。
特に不妊去勢手術が未実施の場合は、具体的に近隣の
獣医さんのリストを持参したり、手術の実施予定日を
確約してもらうなど、確実な実施のためにしっかりと
話をしましょう。

手術の確認は譲渡後3カ月後、遅くと
も半年後までを目安に行いましょう。時
間が経てば経つほど、譲渡時に聞いた
ことを忘れたり、動物に対する意識が
薄れ、日常に埋没します。
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その他のアフターフォロー
追跡調査とは別に、譲渡後の動物たちの様子を把握し、適正飼養をさらに勧めるために以下のような楽しいイベントを
実施しているところもあります。
こうしたイベントの中から、飼い主同士のグループができたり、譲渡事業に協力してくれるボランティアが増えたり、
また、マスコミや地域に向けてのとても良い広報のチャンスになります。ぜひ実施してみましょう。

里帰りイベント

譲渡された動物（主に犬が対象）が、
家族と共にセンターに里帰りする日を
設定し、参加を呼びかけます。
大勢の犬たちが集うこうしたイベント
の実施にあたっては、事故防止のため
にも、しつけインストラクターやボラ
ンティアスタッフの協力は不可欠です。

譲渡された動物と家族の楽しい写
真を送ってもらって、センターに
展示したり、その中から「笑顔が
一番賞」「そっくりで賞」などを決
めて表彰したりというイベントも
よく行われます。これなら、猫も
参加できます。
地元の新聞社に協力してもらい、
優秀作品を新聞に載せてもらえば
良いＰＲになりますし、飼い主家
族にもうれしい思い出となります。

しあわせ家族写真コンテスト

COLUMN  10
和歌山県の事例「里帰りイベント」

和歌山県動物愛護センターでは、譲渡後のフォローアップとして、「みんな集まれ！譲渡犬」というイベント
を年２回開催しています。これは譲渡された犬たちが家族と共に、センターに里帰りして、しつけを基本にし
たゲームなどをセンタースタッフや、ボランティアのしつけインストラクターの指導の下に楽しむイベント。
こうした機会があると、譲渡犬たちのその後を知ることができます。また、こうした譲渡後の交流の中から、
譲渡犬（および猫）の飼い主による、「わうくらぶ」という組織も誕生。写真コンテストやしつけの講演会な
どを通じて、会員相互の親睦を図り、地域の模範的な飼い主として、センターと共に正しい飼い方の普及をす
ることを目的としています。こうした活動が口コミで広がり、犬を飼うならセンターから……という希望者を
増やすことにつながっています。

11

追
跡
調
査




